
手術室運営に、改革のメス。
より安全で質の高い医療を効率良く提供するために。

特集ページ 情報ページ
八事日赤を知ろう！
世界各地の被災地に向けて救援の手を差し伸べています。
病気を知ろう！
ロコモティブシンドロームってなに？

2014年に向けて
新年のご挨拶

派
遣
期
間

　
1
9
7
0
年
、
米
シ
カ
ゴ

に
代
謝
・
栄
養
学
の
医
師
、

薬
剤
師
、
栄
養
士
ら
が
集
ま
り
、
栄
養
管
理

チ
ー
ム
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
が
N
S
T
の
始

ま
り
。
日
本
で
は
1
9
9
9
年
、
日
本
静
脈

経
腸
栄
養
学
会
の
発
足
を
機
に
普
及
が
進
み
、

2
0
1
2
年
４
月
現
在
、
全
国
約
1
5
0
0

の
病
院
で
N
S
T
が
稼
働
す
る
。
近
年
、
ど

の
治
療
に
お
い
て
も
栄
養
状
態
が
悪
け
れ
ば
効

果
が
薄
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
N
S
T
を
発

足
さ
せ
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。

１０月８日、京都大学の山中伸弥教授がｉＰＳ細胞の研究でノーベル医学生理学賞を受賞しました。
同賞は、日本で２５年ぶり２人目の快挙となりました。難病の新薬開発や再生医療の実現に向けて、
世界中で研究が進んでいます。各疾病で苦しんでいる患者さんへの大きな効果が期待されます。
ロボット手術機器もこんな先進医療の一部分です。

■名古屋第二赤十字病院 企画課メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp
N
S
T

12月19日㈭、毎年恒例となったクリス
マスイベントを開催しました。第一部
でオープニングを飾ったのは、当院の
フラダンスクラブ｢アネラ｣のメンバー
によるminiショー。寒さを忘れさせる
陽気な音楽とダンスで会場を大いに
盛り上げました。第二部はドラゴンズ
の選手４人による、ふれあいトーク
ショー。荒木選手や大島選手など、
球界を代表する人気選手との触れ
合いに、会場からは、さまざまな質問
が飛び交いました。そうした質問に

対し、選手たちはときには冗談を交え
ながら、ときには真剣に、一つひとつ
丁寧に答えてくれました。その後は、
選手それぞれから会場に集まった患
者さんやそのご家族、病院スタッフに
向けた力強いメッセージをいただき、
会場は温かな雰囲気に包まれまし
た。締めとなる第三部はプロのマジ
シャンによるマジックショー。目の前で
繰り広げられる、不思議なマジックの
数々に、会場には感嘆の声と大きな
拍手が鳴り響きました。また、マジック

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
手
術
室
は
２
０

０
１
年
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
同
時

に
13
室
が
設
置
さ
れ
た
。当
初
、手
術
件
数
は
一

室
あ
た
り
年
間
５
０
０
件
、
最
大
で
も
合
計
６

５
０
０
件
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、２

０
０
５
年
に
は
手
術
件
数
は
６
７
０
０
件
超
に

増
加
。こ
の
ま
ま
で
は
、手
術
室
が
運
営
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。そ
ん
な
危
機
感
か
ら

行
わ
れ
た
業
務
調
査
か
ら
見
え
た
の
は
、
看
護

師
の
過
酷
な
勤
務
状
況
だ
っ
た
。看
護
師
本
来

の
業
務
よ
り
も
、手
術
の
準
備
や
術
後
の
清
掃
、

後
片
付
け
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。激
務
に
耐
え
か
ね
て
離
職
し
た
り
、異
動
す

る
看
護
師
が
年
間
約
10
名
。不
足
し
た
マ
ン
パ

ワ
ー
を
新
人
で
補
う
た
め
、
経
験
年
数
３
年
目

以
下
の
手
術
室
看
護
師
が
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
た
。手
術
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
、患
者

を
ケ
ア
す
る
手
術
室
看
護
に
は
、
豊
富
な
経
験

が
問
わ
れ
る
が
、
若
手
中
心
の
構
成
で
は
看
護

の
質
の
維
持
も
懸
念
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、２
０
０

６
年
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、副
院
長
の
長
谷

川 

洋
医
師
が
率
い
る
「
手
術
室
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

　
長
谷
川
医
師
が
着
手
し
た
の
は
、看
護
師
が

担
っ
て
い
た
雑
務
を
他
へ
振
り
分
け
る
こ
と

だ
っ
た
。手
術
室
の
清
掃
業
務
な
ど
は
思
い

き
っ
て
専
門
の
外
部
業
者
へ
委
託
。清
掃
だ
け

で
な
く
、手
術
器
具
の
洗
浄
や
滅
菌
作
業
も
委

託
し
た
。さ
ら
に
、
オ
ペ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
い

う
新
し
い
職
種
を
作
り
、手
術
に
必
要
な
器
材

な
ど
の
準
備
は
彼
ら
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
も
っ
と
も
大
き
な
改
革
は
、手
術
に
用
い
る

医
療
材
料
の
手
配
の
業
務
委
託
だ
。１
回
の
手

術
で
使
う
材
料
は
１
０
０
種
類
以
上
。さ
ら

に
、医
師
の
好
み
に
よ
っ
て
用
い
る
器
具
な
ど

が
違
う
た
め
、こ
れ
ら
を
準
備
す
る
に
は
大
変

な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
。長
谷
川
医
師
は
各
診

療
科
の
医
師
、
看
護
師
と
話
し
合
い
、
必
要
な

医
療
材
料
を
標
準
化
し
、病
院
共
通
の
手
術
医

療
材
料
リ
ス
ト
を
作
成
。こ
れ
に
基
づ
い
て
、

１
回
の
手
術
で
使
う
医
療
材
料
を
１
つ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
梱
包
す
る
「
キ
ッ
ト
」
づ
く
り

を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
。あ
ら
か
じ
め
発
注

し
て
お
け
ば
、手
術
の
前
日
に
は
キ
ッ
ト
が
届

く
。看
護
師
は
手
術
当
日
、
そ
の
キ
ッ
ト
を
開

封
し
、所
定
の
位
置
に
並
べ
確
認
す
る
と
と
も

に
、他
に
必
要
な
材
料
を
準
備
す
る
だ
け
で
済

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、看
護
師
た
ち
に
歓

迎
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
精
神

的
な
ゆ
と
り
が
で
き
た
」「
患
者
さ
ん
の
ケ
ア

に
よ
り
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、高
か
っ
た
離
職

率
も
低
下
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
手
術
現
場
で
は
、
医
療
技
術
へ
の

関
心
は
あ
っ
て
も
、「
運
営
の
効
率
化
」と
い
う

発
想
は
な
か
っ
た
。長
谷
川
医
師
自
身
も
、「
外

科
医
と
し
て
、
純
粋
に
医
療
だ
け
を
考
え
て
き

た
」と
振
り
返
る
。そ
の
意
識
変
革
を
促
し
た
の

は
、デ
ー
タ
だ
っ
た
。「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」と

い
う
状
況
も
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、一
目
瞭
然
。対

策
が
立
て
や
す
い
し
、説
得
力
も
生
ま
れ
る
。長

谷
川
医
師
は「
現
象
の
可
視
化
」を
説
得
材
料
に

用
い
て
、診
療
科
の
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
な

ど
へ
次
々
と
協
力
を
依
頼
し
て
い
っ
た
。「
た
と

え
ば
、
こ
の
時
間
帯
は
手
術
室
が
空
い
て
い
る

と
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、
医
師
も
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。〝
可
視
化
〞が
、職
員
の
意
識
を
変
え
ま
し

た
」と
長
谷
川
医
師
は
語
る
。

　
職
員
の
意
識
変
革
を
背
景
に
、長
谷
川
医
師

ら
は
手
術
室
の
運
用
効
率
の
向
上
に
全
力
を

注
い
だ
。全
手
術
室
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の

一
元
化
、
麻
酔
科
医
の
増
員
、
手
術
開
始
時
間

の
一
部
前
倒
し
、
患
者
さ
ん
の
歩
行
入
室

（
ベ
ッ
ド
で
は
な
く
、
歩
い
て
入
室
し
本
人
確

認
を
す
る
）な
ど
、多
面
的
に
改
善
策
を
実
行
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、手
術
の
準
備
時
間
は
23
・
４

分
短
縮
。手
術
と
手
術
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
、

13
分
短
縮
。手
術
室
の
稼
働
率（
昼
間
）は
52
％

（
２
０
０
７
年
度
）か
ら
61
・
８
％（
２
０
１
０
年
度
）

に
上
昇
し
、急
増
す
る
手
術
件
数
に
対
応
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、２
０
１

３
年
度
、
同
院
で
は
I
T
化
を
さ
ら
に
進
め
、

誰
で
も
正
確
か
つ
簡
単
に
、手
術
材
料
を
準
備

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。同
時
に
、ど
の
手
術
に
、ど
れ
ほ
ど
の
材

料
や
時
間
、
人
員
が
必
要
か
、
と
い
う
手
術
の

コ
ス
ト
を
分
析
す
る
「
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。同
院
と
同
規
模
の
病
院
で
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、全

国
で
も
少
な
い
。デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
、
経

営
管
理
に
活
か
し
て
い
く
方
針
だ
。た
だ
し
、

こ
れ
は「
採
算
性
の
低
い
手
術
を
し
な
い
と
い

う
意
味
で
は
な
い
」と
、
長
谷
川
医
師
は
強
調

す
る
。「
医
療
界
で
は
、質
や
安
全
性
は
語
ら
れ

て
も
、コ
ス
ト
管
理
や
事
業
性
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
言
及
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
事
業
性
の

確
立
な
く
し
て
は
医
療
の
質
も
安
全
性
も
確

保
で
き
な
い
。そ
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
我
々

医
療
者
に
は
必
要
で
す
」。

　
国
の
医
療
政
策
が
転
換
す
る
な
か
で
、同
院

は
高
度
急
性
期
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。そ
う
な
れ
ば
、
手
術
件
数
は

さ
ら
に
増
加
し
、内
視
鏡
を
用
い
た
手
術
、ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
に
代
表
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。そ
う
し
た
時
代
の
流
れ

に
対
応
し
、よ
り
安
全
で
質
の
高
い
手
術
を
め

ざ
し
、同
院
の
手
術
室
改
革
は
今
後
も
不
断
に

続
け
ら
れ
て
い
く
。

12月20日㈮、病院見学ツアーを開催
しました。院長と看護部長がガイド
役を務めたこのツアーでは、救急外
来・手術室・病棟などの院内施設を
巡りました。院長・看護部長に直接
質問を投げかけながら説明を聞け
るこの企画、各施設・設備における
細かな情報から、病院の現状や今
後の展望など、活発な対話が展開
され、ときには地域の皆さまが望む
病院・医療のあり方などを院長が逆
質問する姿も見られました。見学後

のティータイムでは一転、リラックス
ムードのなかで、和やかに談笑。自分
の地域の病院のことをもっと知りたい
と応募した参加者さんからは、｢細か
な部分の質問でもじっくりと説明して
くれたので、病院に対する理解が深
まって良かった｣とのお声をいただき
ました。当院では、安心して医療を受
けていただくため、また、地域の皆さ
まとの交流を通じてよりよい病院をめ
ざすため、今後もこのような催しを継
続していきたいと考えています。

ハイチ大地震災害被災者支援事業
2012年１月～10月
　山之内 千絵（看護師）
フィリピン保健医療支援事業
2012年４月～10月
　櫻井 美弥子（看護師）

2013年を表す言葉は「輪」。また、友
達の輪で親しまれてきた長年の長寿
番組も終息を迎えるなど対照的な出
来事と思える。輪とは大勢の人が手を
握りあい円滑に回転していくという意
味がある。
「Future8510」を通して病院と地域
の連携の輪のつながりに努力してい
きたい。
■名古屋第二赤十字病院 
　経営企画課メールアドレス
　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

皆さまに気持
よく当院をご
利用していた
だけるようメッ
セージボック
スでご意見・
ご要望をお伺

いしています。治療や設備などの医
療分野に関するご意見はもちろん、
挨拶や身だしなみといった職員の
接遇に関するご意見など、内容はど

んなことでもかまいません。いただい
たご意見・ご要望は関係部門にお
伝えし、改善に努めます。また、お寄
せいただく皆さまからの生の声一つ
ひとつを大切に、医療・設備・職員、
すべての質を高めてまいりたいと考
えています。
なお、メッセージボックスは外来およ
び各病棟のデイルームに設置して
おります。

ショー後には、当院から小学生以下
のお子さまへプレゼントをお贈りし、
老若男女問わず幅広い層の方々の
笑顔に見守られながら、クリスマスイ
ベントは終了しました。
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年々、増える手術件数。
それに伴う看護師の激務。長期化する「手術待ち」。

この厳しい現状を打破するために、
名古屋第二赤十字病院では

「手術室改革プロジェクト」を断行し、
大きな成果を上げている。

デジタルピッキングシステム

過
酷
な
手
術
室
勤
務
に

悲
鳴
を
あ
げ
る
看
護
師
た
ち
。

高
度
急
性
期
病
院
と
し
て

さ
ら
な
る
手
術
件
数
の

増
加
に
対
応
し
て
い
く
。

「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」を

可
視
化
し
て
、

運
用
効
率
を
高
め
る
。

今回の
キーワード

華やかなプログラムで、
楽しいクリスマスを演出。

医療の現場を見て、知って、安心して利用してほしい。

皆さまからのメッセージをもとに、
より｢質｣の高い病院へ。

クリスマスイベント

メッセージボックス

院長・看護部長とめぐる

病院見学ツアー

「あしのしびれ」について、
参加者の疑問にお答えしました。

あしの
健康教室

ドラゴンズ選手とふれ合う、
夢と笑顔あふれるクリスマス。

ドラゴンズ
クリスマス
ショー

医学や創薬が大きく変わります ! !

「輪」
住民に健康管理の知識を伝える、
「地域保健ボランティア」の育成などを手伝う。

国際医療救援活動

ハイチ

看
護
師
の
や
り
が
い
を

取
り
戻
す
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
。

編 集 後 記
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高度医療・高度急性期医療は、当院の歴史と伝統の１つであると同時に、国が進めている医療改革のなかで、今
後、当院が担うべき重要な機能です。高度医療を行ううえでその根幹となるのが手術であり、手術室は病院の心
臓部とも言うことができ、その効率的な運営は病院運営の非常に重要な柱となっています。
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手術室運営に、改革のメス。
より安全で質の高い医療を効率良く提供するために。

特集ページ 情報ページ
八事日赤を知ろう！
世界各地の被災地に向けて救援の手を差し伸べています。
病気を知ろう！
ロコモティブシンドロームってなに？

2014年に向けて
新年のご挨拶

派
遣
期
間

　
1
9
7
0
年
、
米
シ
カ
ゴ

に
代
謝
・
栄
養
学
の
医
師
、

薬
剤
師
、
栄
養
士
ら
が
集
ま
り
、
栄
養
管
理

チ
ー
ム
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
が
N
S
T
の
始

ま
り
。
日
本
で
は
1
9
9
9
年
、
日
本
静
脈

経
腸
栄
養
学
会
の
発
足
を
機
に
普
及
が
進
み
、

2
0
1
2
年
４
月
現
在
、
全
国
約
1
5
0
0

の
病
院
で
N
S
T
が
稼
働
す
る
。
近
年
、
ど

の
治
療
に
お
い
て
も
栄
養
状
態
が
悪
け
れ
ば
効

果
が
薄
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
N
S
T
を
発

足
さ
せ
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。

１０月８日、京都大学の山中伸弥教授がｉＰＳ細胞の研究でノーベル医学生理学賞を受賞しました。
同賞は、日本で２５年ぶり２人目の快挙となりました。難病の新薬開発や再生医療の実現に向けて、
世界中で研究が進んでいます。各疾病で苦しんでいる患者さんへの大きな効果が期待されます。
ロボット手術機器もこんな先進医療の一部分です。

■名古屋第二赤十字病院 企画課メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp
N
S
T

12月19日㈭、毎年恒例となったクリス
マスイベントを開催しました。第一部
でオープニングを飾ったのは、当院の
フラダンスクラブ｢アネラ｣のメンバー
によるminiショー。寒さを忘れさせる
陽気な音楽とダンスで会場を大いに
盛り上げました。第二部はドラゴンズ
の選手４人による、ふれあいトーク
ショー。荒木選手や大島選手など、
球界を代表する人気選手との触れ
合いに、会場からは、さまざまな質問
が飛び交いました。そうした質問に

対し、選手たちはときには冗談を交え
ながら、ときには真剣に、一つひとつ
丁寧に答えてくれました。その後は、
選手それぞれから会場に集まった患
者さんやそのご家族、病院スタッフに
向けた力強いメッセージをいただき、
会場は温かな雰囲気に包まれまし
た。締めとなる第三部はプロのマジ
シャンによるマジックショー。目の前で
繰り広げられる、不思議なマジックの
数々に、会場には感嘆の声と大きな
拍手が鳴り響きました。また、マジック

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
手
術
室
は
２
０

０
１
年
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
同
時

に
13
室
が
設
置
さ
れ
た
。当
初
、手
術
件
数
は
一

室
あ
た
り
年
間
５
０
０
件
、
最
大
で
も
合
計
６

５
０
０
件
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、２

０
０
５
年
に
は
手
術
件
数
は
６
７
０
０
件
超
に

増
加
。こ
の
ま
ま
で
は
、手
術
室
が
運
営
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。そ
ん
な
危
機
感
か
ら

行
わ
れ
た
業
務
調
査
か
ら
見
え
た
の
は
、
看
護

師
の
過
酷
な
勤
務
状
況
だ
っ
た
。看
護
師
本
来

の
業
務
よ
り
も
、手
術
の
準
備
や
術
後
の
清
掃
、

後
片
付
け
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。激
務
に
耐
え
か
ね
て
離
職
し
た
り
、異
動
す

る
看
護
師
が
年
間
約
10
名
。不
足
し
た
マ
ン
パ

ワ
ー
を
新
人
で
補
う
た
め
、
経
験
年
数
３
年
目

以
下
の
手
術
室
看
護
師
が
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
た
。手
術
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
、患
者

を
ケ
ア
す
る
手
術
室
看
護
に
は
、
豊
富
な
経
験

が
問
わ
れ
る
が
、
若
手
中
心
の
構
成
で
は
看
護

の
質
の
維
持
も
懸
念
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、２
０
０

６
年
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、副
院
長
の
長
谷

川 

洋
医
師
が
率
い
る
「
手
術
室
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

　
長
谷
川
医
師
が
着
手
し
た
の
は
、看
護
師
が

担
っ
て
い
た
雑
務
を
他
へ
振
り
分
け
る
こ
と

だ
っ
た
。手
術
室
の
清
掃
業
務
な
ど
は
思
い

き
っ
て
専
門
の
外
部
業
者
へ
委
託
。清
掃
だ
け

で
な
く
、手
術
器
具
の
洗
浄
や
滅
菌
作
業
も
委

託
し
た
。さ
ら
に
、
オ
ペ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
い

う
新
し
い
職
種
を
作
り
、手
術
に
必
要
な
器
材

な
ど
の
準
備
は
彼
ら
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
も
っ
と
も
大
き
な
改
革
は
、手
術
に
用
い
る

医
療
材
料
の
手
配
の
業
務
委
託
だ
。１
回
の
手

術
で
使
う
材
料
は
１
０
０
種
類
以
上
。さ
ら

に
、医
師
の
好
み
に
よ
っ
て
用
い
る
器
具
な
ど

が
違
う
た
め
、こ
れ
ら
を
準
備
す
る
に
は
大
変

な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
。長
谷
川
医
師
は
各
診

療
科
の
医
師
、
看
護
師
と
話
し
合
い
、
必
要
な

医
療
材
料
を
標
準
化
し
、病
院
共
通
の
手
術
医

療
材
料
リ
ス
ト
を
作
成
。こ
れ
に
基
づ
い
て
、

１
回
の
手
術
で
使
う
医
療
材
料
を
１
つ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
梱
包
す
る
「
キ
ッ
ト
」
づ
く
り

を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
。あ
ら
か
じ
め
発
注

し
て
お
け
ば
、手
術
の
前
日
に
は
キ
ッ
ト
が
届

く
。看
護
師
は
手
術
当
日
、
そ
の
キ
ッ
ト
を
開

封
し
、所
定
の
位
置
に
並
べ
確
認
す
る
と
と
も

に
、他
に
必
要
な
材
料
を
準
備
す
る
だ
け
で
済

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、看
護
師
た
ち
に
歓

迎
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
精
神

的
な
ゆ
と
り
が
で
き
た
」「
患
者
さ
ん
の
ケ
ア

に
よ
り
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、高
か
っ
た
離
職

率
も
低
下
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
手
術
現
場
で
は
、
医
療
技
術
へ
の

関
心
は
あ
っ
て
も
、「
運
営
の
効
率
化
」と
い
う

発
想
は
な
か
っ
た
。長
谷
川
医
師
自
身
も
、「
外

科
医
と
し
て
、
純
粋
に
医
療
だ
け
を
考
え
て
き

た
」と
振
り
返
る
。そ
の
意
識
変
革
を
促
し
た
の

は
、デ
ー
タ
だ
っ
た
。「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」と

い
う
状
況
も
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、一
目
瞭
然
。対

策
が
立
て
や
す
い
し
、説
得
力
も
生
ま
れ
る
。長

谷
川
医
師
は「
現
象
の
可
視
化
」を
説
得
材
料
に

用
い
て
、診
療
科
の
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
な

ど
へ
次
々
と
協
力
を
依
頼
し
て
い
っ
た
。「
た
と

え
ば
、
こ
の
時
間
帯
は
手
術
室
が
空
い
て
い
る

と
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、
医
師
も
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。〝
可
視
化
〞が
、職
員
の
意
識
を
変
え
ま
し

た
」と
長
谷
川
医
師
は
語
る
。

　
職
員
の
意
識
変
革
を
背
景
に
、長
谷
川
医
師

ら
は
手
術
室
の
運
用
効
率
の
向
上
に
全
力
を

注
い
だ
。全
手
術
室
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の

一
元
化
、
麻
酔
科
医
の
増
員
、
手
術
開
始
時
間

の
一
部
前
倒
し
、
患
者
さ
ん
の
歩
行
入
室

（
ベ
ッ
ド
で
は
な
く
、
歩
い
て
入
室
し
本
人
確

認
を
す
る
）な
ど
、多
面
的
に
改
善
策
を
実
行
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、手
術
の
準
備
時
間
は
23
・
４

分
短
縮
。手
術
と
手
術
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
、

13
分
短
縮
。手
術
室
の
稼
働
率（
昼
間
）は
52
％

（
２
０
０
７
年
度
）か
ら
61
・
８
％（
２
０
１
０
年
度
）

に
上
昇
し
、急
増
す
る
手
術
件
数
に
対
応
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、２
０
１

３
年
度
、
同
院
で
は
I
T
化
を
さ
ら
に
進
め
、

誰
で
も
正
確
か
つ
簡
単
に
、手
術
材
料
を
準
備

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。同
時
に
、ど
の
手
術
に
、ど
れ
ほ
ど
の
材

料
や
時
間
、
人
員
が
必
要
か
、
と
い
う
手
術
の

コ
ス
ト
を
分
析
す
る
「
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。同
院
と
同
規
模
の
病
院
で
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、全

国
で
も
少
な
い
。デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
、
経

営
管
理
に
活
か
し
て
い
く
方
針
だ
。た
だ
し
、

こ
れ
は「
採
算
性
の
低
い
手
術
を
し
な
い
と
い

う
意
味
で
は
な
い
」と
、
長
谷
川
医
師
は
強
調

す
る
。「
医
療
界
で
は
、質
や
安
全
性
は
語
ら
れ

て
も
、コ
ス
ト
管
理
や
事
業
性
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
言
及
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
事
業
性
の

確
立
な
く
し
て
は
医
療
の
質
も
安
全
性
も
確

保
で
き
な
い
。そ
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
我
々

医
療
者
に
は
必
要
で
す
」。

　
国
の
医
療
政
策
が
転
換
す
る
な
か
で
、同
院

は
高
度
急
性
期
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。そ
う
な
れ
ば
、
手
術
件
数
は

さ
ら
に
増
加
し
、内
視
鏡
を
用
い
た
手
術
、ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
に
代
表
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。そ
う
し
た
時
代
の
流
れ

に
対
応
し
、よ
り
安
全
で
質
の
高
い
手
術
を
め

ざ
し
、同
院
の
手
術
室
改
革
は
今
後
も
不
断
に

続
け
ら
れ
て
い
く
。

12月20日㈮、病院見学ツアーを開催
しました。院長と看護部長がガイド
役を務めたこのツアーでは、救急外
来・手術室・病棟などの院内施設を
巡りました。院長・看護部長に直接
質問を投げかけながら説明を聞け
るこの企画、各施設・設備における
細かな情報から、病院の現状や今
後の展望など、活発な対話が展開
され、ときには地域の皆さまが望む
病院・医療のあり方などを院長が逆
質問する姿も見られました。見学後

のティータイムでは一転、リラックス
ムードのなかで、和やかに談笑。自分
の地域の病院のことをもっと知りたい
と応募した参加者さんからは、｢細か
な部分の質問でもじっくりと説明して
くれたので、病院に対する理解が深
まって良かった｣とのお声をいただき
ました。当院では、安心して医療を受
けていただくため、また、地域の皆さ
まとの交流を通じてよりよい病院をめ
ざすため、今後もこのような催しを継
続していきたいと考えています。

ハイチ大地震災害被災者支援事業
2012年１月～10月
　山之内 千絵（看護師）
フィリピン保健医療支援事業
2012年４月～10月
　櫻井 美弥子（看護師）

2013年を表す言葉は「輪」。また、友
達の輪で親しまれてきた長年の長寿
番組も終息を迎えるなど対照的な出
来事と思える。輪とは大勢の人が手を
握りあい円滑に回転していくという意
味がある。
「Future8510」を通して病院と地域
の連携の輪のつながりに努力してい
きたい。
■名古屋第二赤十字病院 
　経営企画課メールアドレス
　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

皆さまに気持
よく当院をご
利用していた
だけるようメッ
セージボック
スでご意見・
ご要望をお伺

いしています。治療や設備などの医
療分野に関するご意見はもちろん、
挨拶や身だしなみといった職員の
接遇に関するご意見など、内容はど

んなことでもかまいません。いただい
たご意見・ご要望は関係部門にお
伝えし、改善に努めます。また、お寄
せいただく皆さまからの生の声一つ
ひとつを大切に、医療・設備・職員、
すべての質を高めてまいりたいと考
えています。
なお、メッセージボックスは外来およ
び各病棟のデイルームに設置して
おります。

ショー後には、当院から小学生以下
のお子さまへプレゼントをお贈りし、
老若男女問わず幅広い層の方々の
笑顔に見守られながら、クリスマスイ
ベントは終了しました。
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年々、増える手術件数。
それに伴う看護師の激務。長期化する「手術待ち」。

この厳しい現状を打破するために、
名古屋第二赤十字病院では

「手術室改革プロジェクト」を断行し、
大きな成果を上げている。

デジタルピッキングシステム

過
酷
な
手
術
室
勤
務
に

悲
鳴
を
あ
げ
る
看
護
師
た
ち
。

高
度
急
性
期
病
院
と
し
て

さ
ら
な
る
手
術
件
数
の

増
加
に
対
応
し
て
い
く
。

「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」を

可
視
化
し
て
、

運
用
効
率
を
高
め
る
。

今回の
キーワード

華やかなプログラムで、
楽しいクリスマスを演出。

医療の現場を見て、知って、安心して利用してほしい。

皆さまからのメッセージをもとに、
より｢質｣の高い病院へ。

クリスマスイベント

メッセージボックス

院長・看護部長とめぐる

病院見学ツアー

「あしのしびれ」について、
参加者の疑問にお答えしました。

あしの
健康教室

ドラゴンズ選手とふれ合う、
夢と笑顔あふれるクリスマス。

ドラゴンズ
クリスマス
ショー

医学や創薬が大きく変わります ! !

「輪」
住民に健康管理の知識を伝える、
「地域保健ボランティア」の育成などを手伝う。

国際医療救援活動

ハイチ

看
護
師
の
や
り
が
い
を

取
り
戻
す
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
。

編 集 後 記
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手術室運営に、改革のメス。
より安全で質の高い医療を
効率良く提供するために。 ○発行責任者／院長　石川　清

○編集／名古屋第二赤十字病院企画課　
　名古屋市昭和区妙見町２番地の９
○編集協力／H I Pコーポレーション

Special Report

2014年1月　日発行　八事日赤ニュース　62号2014年1月　日発行　八事日赤ニュース　62号

高度医療・高度急性期医療は、当院の歴史と伝統の１つであると同時に、国が進めている医療改革のなかで、今
後、当院が担うべき重要な機能です。高度医療を行ううえでその根幹となるのが手術であり、手術室は病院の心
臓部とも言うことができ、その効率的な運営は病院運営の非常に重要な柱となっています。
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手術室運営に、改革のメス。
より安全で質の高い医療を効率良く提供するために。

特集ページ 情報ページ
八事日赤を知ろう！
世界各地の被災地に向けて救援の手を差し伸べています。
病気を知ろう！
ロコモティブシンドロームってなに？

2014年に向けて
新年のご挨拶

派
遣
期
間

　
1
9
7
0
年
、
米
シ
カ
ゴ

に
代
謝
・
栄
養
学
の
医
師
、

薬
剤
師
、
栄
養
士
ら
が
集
ま
り
、
栄
養
管
理

チ
ー
ム
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
が
N
S
T
の
始

ま
り
。
日
本
で
は
1
9
9
9
年
、
日
本
静
脈

経
腸
栄
養
学
会
の
発
足
を
機
に
普
及
が
進
み
、

2
0
1
2
年
４
月
現
在
、
全
国
約
1
5
0
0

の
病
院
で
N
S
T
が
稼
働
す
る
。
近
年
、
ど

の
治
療
に
お
い
て
も
栄
養
状
態
が
悪
け
れ
ば
効

果
が
薄
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
N
S
T
を
発

足
さ
せ
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。

１０月８日、京都大学の山中伸弥教授がｉＰＳ細胞の研究でノーベル医学生理学賞を受賞しました。
同賞は、日本で２５年ぶり２人目の快挙となりました。難病の新薬開発や再生医療の実現に向けて、
世界中で研究が進んでいます。各疾病で苦しんでいる患者さんへの大きな効果が期待されます。
ロボット手術機器もこんな先進医療の一部分です。

■名古屋第二赤十字病院 企画課メールアドレス　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp
N
S
T

12月19日㈭、毎年恒例となったクリス
マスイベントを開催しました。第一部
でオープニングを飾ったのは、当院の
フラダンスクラブ｢アネラ｣のメンバー
によるminiショー。寒さを忘れさせる
陽気な音楽とダンスで会場を大いに
盛り上げました。第二部はドラゴンズ
の選手４人による、ふれあいトーク
ショー。荒木選手や大島選手など、
球界を代表する人気選手との触れ
合いに、会場からは、さまざまな質問
が飛び交いました。そうした質問に

対し、選手たちはときには冗談を交え
ながら、ときには真剣に、一つひとつ
丁寧に答えてくれました。その後は、
選手それぞれから会場に集まった患
者さんやそのご家族、病院スタッフに
向けた力強いメッセージをいただき、
会場は温かな雰囲気に包まれまし
た。締めとなる第三部はプロのマジ
シャンによるマジックショー。目の前で
繰り広げられる、不思議なマジックの
数々に、会場には感嘆の声と大きな
拍手が鳴り響きました。また、マジック

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
手
術
室
は
２
０

０
１
年
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
同
時

に
13
室
が
設
置
さ
れ
た
。当
初
、手
術
件
数
は
一

室
あ
た
り
年
間
５
０
０
件
、
最
大
で
も
合
計
６

５
０
０
件
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、２

０
０
５
年
に
は
手
術
件
数
は
６
７
０
０
件
超
に

増
加
。こ
の
ま
ま
で
は
、手
術
室
が
運
営
で
き
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。そ
ん
な
危
機
感
か
ら

行
わ
れ
た
業
務
調
査
か
ら
見
え
た
の
は
、
看
護

師
の
過
酷
な
勤
務
状
況
だ
っ
た
。看
護
師
本
来

の
業
務
よ
り
も
、手
術
の
準
備
や
術
後
の
清
掃
、

後
片
付
け
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。激
務
に
耐
え
か
ね
て
離
職
し
た
り
、異
動
す

る
看
護
師
が
年
間
約
10
名
。不
足
し
た
マ
ン
パ

ワ
ー
を
新
人
で
補
う
た
め
、
経
験
年
数
３
年
目

以
下
の
手
術
室
看
護
師
が
全
体
の
約
６
割
を
占

め
て
い
た
。手
術
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
、患
者

を
ケ
ア
す
る
手
術
室
看
護
に
は
、
豊
富
な
経
験

が
問
わ
れ
る
が
、
若
手
中
心
の
構
成
で
は
看
護

の
質
の
維
持
も
懸
念
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、２
０
０

６
年
に
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、副
院
長
の
長
谷

川 

洋
医
師
が
率
い
る
「
手
術
室
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

　
長
谷
川
医
師
が
着
手
し
た
の
は
、看
護
師
が

担
っ
て
い
た
雑
務
を
他
へ
振
り
分
け
る
こ
と

だ
っ
た
。手
術
室
の
清
掃
業
務
な
ど
は
思
い

き
っ
て
専
門
の
外
部
業
者
へ
委
託
。清
掃
だ
け

で
な
く
、手
術
器
具
の
洗
浄
や
滅
菌
作
業
も
委

託
し
た
。さ
ら
に
、
オ
ペ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
い

う
新
し
い
職
種
を
作
り
、手
術
に
必
要
な
器
材

な
ど
の
準
備
は
彼
ら
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
も
っ
と
も
大
き
な
改
革
は
、手
術
に
用
い
る

医
療
材
料
の
手
配
の
業
務
委
託
だ
。１
回
の
手

術
で
使
う
材
料
は
１
０
０
種
類
以
上
。さ
ら

に
、医
師
の
好
み
に
よ
っ
て
用
い
る
器
具
な
ど

が
違
う
た
め
、こ
れ
ら
を
準
備
す
る
に
は
大
変

な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
。長
谷
川
医
師
は
各
診

療
科
の
医
師
、
看
護
師
と
話
し
合
い
、
必
要
な

医
療
材
料
を
標
準
化
し
、病
院
共
通
の
手
術
医

療
材
料
リ
ス
ト
を
作
成
。こ
れ
に
基
づ
い
て
、

１
回
の
手
術
で
使
う
医
療
材
料
を
１
つ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
梱
包
す
る
「
キ
ッ
ト
」
づ
く
り

を
専
門
業
者
に
委
託
し
た
。あ
ら
か
じ
め
発
注

し
て
お
け
ば
、手
術
の
前
日
に
は
キ
ッ
ト
が
届

く
。看
護
師
は
手
術
当
日
、
そ
の
キ
ッ
ト
を
開

封
し
、所
定
の
位
置
に
並
べ
確
認
す
る
と
と
も

に
、他
に
必
要
な
材
料
を
準
備
す
る
だ
け
で
済

む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、看
護
師
た
ち
に
歓

迎
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
精
神

的
な
ゆ
と
り
が
で
き
た
」「
患
者
さ
ん
の
ケ
ア

に
よ
り
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
い
っ

た
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
り
、高
か
っ
た
離
職

率
も
低
下
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
手
術
現
場
で
は
、
医
療
技
術
へ
の

関
心
は
あ
っ
て
も
、「
運
営
の
効
率
化
」と
い
う

発
想
は
な
か
っ
た
。長
谷
川
医
師
自
身
も
、「
外

科
医
と
し
て
、
純
粋
に
医
療
だ
け
を
考
え
て
き

た
」と
振
り
返
る
。そ
の
意
識
変
革
を
促
し
た
の

は
、デ
ー
タ
だ
っ
た
。「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」と

い
う
状
況
も
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、一
目
瞭
然
。対

策
が
立
て
や
す
い
し
、説
得
力
も
生
ま
れ
る
。長

谷
川
医
師
は「
現
象
の
可
視
化
」を
説
得
材
料
に

用
い
て
、診
療
科
の
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
な

ど
へ
次
々
と
協
力
を
依
頼
し
て
い
っ
た
。「
た
と

え
ば
、
こ
の
時
間
帯
は
手
術
室
が
空
い
て
い
る

と
デ
ー
タ
で
示
せ
ば
、
医
師
も
協
力
し
て
く
れ

ま
す
。〝
可
視
化
〞が
、職
員
の
意
識
を
変
え
ま
し

た
」と
長
谷
川
医
師
は
語
る
。

　
職
員
の
意
識
変
革
を
背
景
に
、長
谷
川
医
師

ら
は
手
術
室
の
運
用
効
率
の
向
上
に
全
力
を

注
い
だ
。全
手
術
室
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
の

一
元
化
、
麻
酔
科
医
の
増
員
、
手
術
開
始
時
間

の
一
部
前
倒
し
、
患
者
さ
ん
の
歩
行
入
室

（
ベ
ッ
ド
で
は
な
く
、
歩
い
て
入
室
し
本
人
確

認
を
す
る
）な
ど
、多
面
的
に
改
善
策
を
実
行
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、手
術
の
準
備
時
間
は
23
・
４

分
短
縮
。手
術
と
手
術
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
、

13
分
短
縮
。手
術
室
の
稼
働
率（
昼
間
）は
52
％

（
２
０
０
７
年
度
）か
ら
61
・
８
％（
２
０
１
０
年
度
）

に
上
昇
し
、急
増
す
る
手
術
件
数
に
対
応
で
き

る
体
制
が
整
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、２
０
１

３
年
度
、
同
院
で
は
I
T
化
を
さ
ら
に
進
め
、

誰
で
も
正
確
か
つ
簡
単
に
、手
術
材
料
を
準
備

で
き
る
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
。同
時
に
、ど
の
手
術
に
、ど
れ
ほ
ど
の
材

料
や
時
間
、
人
員
が
必
要
か
、
と
い
う
手
術
の

コ
ス
ト
を
分
析
す
る
「
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。同
院
と
同
規
模
の
病
院
で
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、全

国
で
も
少
な
い
。デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
、
経

営
管
理
に
活
か
し
て
い
く
方
針
だ
。た
だ
し
、

こ
れ
は「
採
算
性
の
低
い
手
術
を
し
な
い
と
い

う
意
味
で
は
な
い
」と
、
長
谷
川
医
師
は
強
調

す
る
。「
医
療
界
で
は
、質
や
安
全
性
は
語
ら
れ

て
も
、コ
ス
ト
管
理
や
事
業
性
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
言
及
さ
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
事
業
性
の

確
立
な
く
し
て
は
医
療
の
質
も
安
全
性
も
確

保
で
き
な
い
。そ
の
意
識
を
も
つ
こ
と
が
我
々

医
療
者
に
は
必
要
で
す
」。

　
国
の
医
療
政
策
が
転
換
す
る
な
か
で
、同
院

は
高
度
急
性
期
病
院
の
役
割
を
担
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。そ
う
な
れ
ば
、
手
術
件
数
は

さ
ら
に
増
加
し
、内
視
鏡
を
用
い
た
手
術
、ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
に
代
表
さ
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
も

増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。そ
う
し
た
時
代
の
流
れ

に
対
応
し
、よ
り
安
全
で
質
の
高
い
手
術
を
め

ざ
し
、同
院
の
手
術
室
改
革
は
今
後
も
不
断
に

続
け
ら
れ
て
い
く
。

12月20日㈮、病院見学ツアーを開催
しました。院長と看護部長がガイド
役を務めたこのツアーでは、救急外
来・手術室・病棟などの院内施設を
巡りました。院長・看護部長に直接
質問を投げかけながら説明を聞け
るこの企画、各施設・設備における
細かな情報から、病院の現状や今
後の展望など、活発な対話が展開
され、ときには地域の皆さまが望む
病院・医療のあり方などを院長が逆
質問する姿も見られました。見学後

のティータイムでは一転、リラックス
ムードのなかで、和やかに談笑。自分
の地域の病院のことをもっと知りたい
と応募した参加者さんからは、｢細か
な部分の質問でもじっくりと説明して
くれたので、病院に対する理解が深
まって良かった｣とのお声をいただき
ました。当院では、安心して医療を受
けていただくため、また、地域の皆さ
まとの交流を通じてよりよい病院をめ
ざすため、今後もこのような催しを継
続していきたいと考えています。

ハイチ大地震災害被災者支援事業
2012年１月～10月
　山之内 千絵（看護師）
フィリピン保健医療支援事業
2012年４月～10月
　櫻井 美弥子（看護師）

2013年を表す言葉は「輪」。また、友
達の輪で親しまれてきた長年の長寿
番組も終息を迎えるなど対照的な出
来事と思える。輪とは大勢の人が手を
握りあい円滑に回転していくという意
味がある。
「Future8510」を通して病院と地域
の連携の輪のつながりに努力してい
きたい。
■名古屋第二赤十字病院 
　経営企画課メールアドレス
　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

皆さまに気持
よく当院をご
利用していた
だけるようメッ
セージボック
スでご意見・
ご要望をお伺

いしています。治療や設備などの医
療分野に関するご意見はもちろん、
挨拶や身だしなみといった職員の
接遇に関するご意見など、内容はど

んなことでもかまいません。いただい
たご意見・ご要望は関係部門にお
伝えし、改善に努めます。また、お寄
せいただく皆さまからの生の声一つ
ひとつを大切に、医療・設備・職員、
すべての質を高めてまいりたいと考
えています。
なお、メッセージボックスは外来およ
び各病棟のデイルームに設置して
おります。

ショー後には、当院から小学生以下
のお子さまへプレゼントをお贈りし、
老若男女問わず幅広い層の方々の
笑顔に見守られながら、クリスマスイ
ベントは終了しました。
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年々、増える手術件数。
それに伴う看護師の激務。長期化する「手術待ち」。

この厳しい現状を打破するために、
名古屋第二赤十字病院では

「手術室改革プロジェクト」を断行し、
大きな成果を上げている。

デジタルピッキングシステム

過
酷
な
手
術
室
勤
務
に

悲
鳴
を
あ
げ
る
看
護
師
た
ち
。

高
度
急
性
期
病
院
と
し
て

さ
ら
な
る
手
術
件
数
の

増
加
に
対
応
し
て
い
く
。

「
な
ん
と
な
く
忙
し
い
」を

可
視
化
し
て
、

運
用
効
率
を
高
め
る
。

今回の
キーワード

華やかなプログラムで、
楽しいクリスマスを演出。

医療の現場を見て、知って、安心して利用してほしい。

皆さまからのメッセージをもとに、
より｢質｣の高い病院へ。

クリスマスイベント

メッセージボックス

院長・看護部長とめぐる

病院見学ツアー

「あしのしびれ」について、
参加者の疑問にお答えしました。

あしの
健康教室

ドラゴンズ選手とふれ合う、
夢と笑顔あふれるクリスマス。

ドラゴンズ
クリスマス
ショー

医学や創薬が大きく変わります ! !

「輪」
住民に健康管理の知識を伝える、
「地域保健ボランティア」の育成などを手伝う。

国際医療救援活動

ハイチ

看
護
師
の
や
り
が
い
を

取
り
戻
す
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
。

編 集 後 記
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高度医療・高度急性期医療は、当院の歴史と伝統の１つであると同時に、国が進めている医療改革のなかで、今
後、当院が担うべき重要な機能です。高度医療を行ううえでその根幹となるのが手術であり、手術室は病院の心
臓部とも言うことができ、その効率的な運営は病院運営の非常に重要な柱となっています。
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プラス α しもやけの原因プラス α しもやけとは プラス α 予防するにはプラス α 悪化すると

　11月8日、フィリピン中部を襲った台風30号は、レイテ島を中心
にヴィザヤ地方のサマール島、セブ島などの多くの地域に甚大
な被害をもたらしました。そこで日本赤十字社では、国際赤十
字・赤新月社連盟（IFRC）の要請に基づき、保健医療チームの
派遣を決定。当院からも、11月13日に看護師長の関塚美穂看
護師が、11月15日にはヤップ巳雅看護師が、緊急救援活動を
行うため、フィリピンのセブ島へと出発しました。
　先遣隊として参加する関塚看護師は、「一刻も早く現地に
赴き、まずは正しい情報を掴むところからはじめたい」とコメン
ト。「発災から５日が経過した現地では、飲み水もなく暑い状況
が続いており、すでに被災地に残されたままの遺体が腐敗を
始めているというニュースも耳にしました。現地ではこうした衛
生状態を考慮しながら、適切な援助ができるようにがんばりた

い」と決意を語りました。ま
た、2011年にフィリピン・キリ
ノ州・オーロラ州で保健医療
支援に従事した経験を持つ
ヤップ巳雅看護師は、前回
の派遣経験を踏まえつつ、
「フィリピン国内は、赤十字
への認知度が高いうえ、小
さな村にもしっかりと地域保
健スタッフがいます。こうした

人たちと協力すれば、きっと大きな力になると思います。少し
でも被災者の苦痛を減らしたい」と今回の活動への思いを
語りました。
　12月16日には、医師、看護師、管理要員の３名も第２班として
フィリピンのセブ島へ出発しました。

　日本赤十字社では、突発的な海外での医療救護活動に迅
速に対応できる体制を整えるため、日頃からその活動を支える
人材の育成に努めています。なかでも、国内92カ所の赤十字
病院のうち、特に国内5カ所を国際医療救援拠点病院に定め、

その一つが当院です。海外
での災害や難民への医療救
護活動、または被災地の病
院・診療所の復旧支援などの
役割を担うため、院内に国際
医療救護部を設け、世界各
地で発生した被災地に数多
くの職員を派遣しています。
　当院では、「社会に貢献す
るモラルの高い病院」をホス

ピタルミッションに掲げていますが、国際救援活動はこのミッショ
ンにもかなう当院の活動の柱のひとつです。活動を遂行するた
めには、各国から派遣された専門家と連携を図るための語学
力、高度な専門知識や技術が要求されます。当院ではこれら
に対応できる人材の育成に日々 力を注いでいます。

当院の「総合周産期母子医療センター」は、ハイリスク
の妊婦さんを積極的に受け入れ、高度で専門的な医療
を提供しています。しかし、常にベッドが満床になりがち
で、救急患者さんの受け入れができない問題が起こり
つつありました。この問題を解決し、限りある医療資源を
有効活用するために、「やごと周産期ネットワーク」を開
設しました。これは、地域の産科施設と連携し、妊婦さん
の健診は主に連携医療施設で行い、出産を当院で行う
仕組みです。妊婦さんにとっては、身近な診療所で妊婦
健診を受けられるので、通院の時間や、診療の待ち時
間などが短縮されます。もちろん、妊娠中に異常が起き
た場合は、いつでも当院が対応します。
一方、当院にとっては、外来診療の負担が軽減され、ハイ
リスク妊婦さんの診療に集中
できます。また、容態の安定し
た入院中の妊婦さんに、連携
医療施設へ転院していただく
ことで、母体搬送もより多く受
け入れが可能になります。地
域が一体となって、安心・安全
な出産を支える「やごと周産
期ネットワーク」にどうぞご理
解とご協力をお願いします。

名古屋第二赤十字病院では、インフォメーションセン
ター（3病棟1階研修ホール前）にて、いろいろな病気
についての予防法やお薬の正しい知識等、毎回異
なるテーマにて15分間のミニレクチャーを開催してい
ます。各セクションが主体となり、患者さんの待ち時間
を有効に活用していただくために始めた取り組みは、
開始から１年半が経ち、現在では｢自分の病気のこと
をもっと勉強したい｣、「最新の情報を知りたい｣と積
極的に参加いただける方も増えてきました。講師を務
める職員は患者さんとの距離を縮め、日頃の業務内
容が直接伝えられることなどから、日常業務のモチ
ベーションも高くなります。この多職種の職員が講師

となる企画により、地域の方や患者さんの参加実績
は、延べ500名余となりました。今後も継続していくと
共に、時間の都合で参加できなかった方へのサービ
スとして、今までの講義を録画した映像をライブラリ
化し、来院された方がいつでも、好きな講義内容を自
由に選んで視聴できる環境作りも計画中です。
なお、開催日の予定はインフォメーションセンター前、
及び病院玄関ホールに掲示してあります。参加は無
料ですので皆さまの参加をお待ちしております。

低温により体の一部が膨れて硬くなり、痒み・痛みや、熱いと感じるような感覚を引き起こす症状。 主に手足の末端部分や、露出度の高い頬・鼻先などの血行が悪くなり炎症を起こす。

　国の方針で、医療機関にはそれぞ
れの役割にあった働きを求められてい
ます。当院は急性期を担当しますの
で、長期にわたる病気や怪我の治療
は当院だけでは行えません。地域の
医療機関が連携して患者さんの治療
にあたる必要があります。その際に重
要なのは、各医療機関間の情報交換

を安全に過不足なくスムースに行うこ
とです。地域医療支援病院である当
院は、回復期、生活期の医療機関と
の勉強会や研究会を行い、患者さん
に満足のいただける医療をめざして
います。そのために当院のリハビリ
テーション科は脳梗塞や頸部骨折な
どでの連携診療でチーム医療の一員
として積極的に参加しています。

　当院では年２回、市民公開講座の
ひとつとして、「八事ロコモ健康教室」
を開催しています。整形疾患に関する
市民公開講座はすでに10回を数えま
すが、毎回のように「聞いて良かった」
というお声をいただきます。ただ、参加
者の約8割は、以前にも健康教室へ
参加した方です。ロコモを広く周知さ
せるためにも、今まで参加したことが

しもやけの状態で肌が乾燥すると、皮膚がひび割れ、内部が赤く見えたり出血したりすることも。 マスクや手袋、厚手の靴下などを活用し、特に末端部分を長時間冷やさないように心がけましょう。

ない方にぜひ一度ご参加いただけれ
ばと思います。
　ロコモの認知度は、まだ国民の3割
にも満たない状態です。より多くの方
にロコモを知っていただくことで、介護
なしで自立した生活ができる生存期
間、いわゆる「健康寿命」を伸ばしても
らいたいと思います。

　ロコモティブシンドローム（以下・ロコモ）とは、病気ではな
く「症状」を示す言葉です。日本語では「運動器症候群」と
呼ばれ、運動器の障害によって、日常生活を送るために人
や道具の手助けが必要となる状態、またはその一歩手前
の状態のことをいいます。
　このロコモの原因となるのは、運動器の疾患です。主な
疾患は、関節軟骨がすり減ることで痛みなどが生じる「変

形性関節症」、背骨にかかる負荷によって椎間板がすり
減ったり変形を起こす「変形性脊椎症」、骨が弱くなって
骨折を起こしやすくなる「骨粗しょう症」の3つ。この3つの
疾患がロコモの原因の大半を占めています。

　ロコモは、メタボリックシンドローム（内臓疾患症候群、以下・
メタボ）と対比されることが多いですが、その一番の違いは、
自分で気付くことができる点にあります。ロコモの場合、「片脚
立ちで靴下がはけない」「15分くらい続けて歩けない」など、
セルフチェックを行うための7つの項目が設定されており、自分
自身でロコモかどうかを手軽に判断することが可能です。
　では、ロコモであると気付いたときには、どう対処すれば良
いでしょうか。そんなときには、まず一度、専門の医師に相談
することを強くお勧めします。一口にロコモといっても、その
原因は人によってさまざまです。例えば、健康に良さそうだ
からと、膝の悪い人が一生懸命歩いても、かえって膝に負担
を掛け、逆効果になりかねません。まずは専門の医師の下
でロコモの原因が何なのかをきちんと把握し、日々 の生活習
慣を見直しながら、適切な対処を取ることが大事です。

　新年あけましておめでとうございます。2014年《創立
100周年》の新しい年を迎えて、当院はまた新たな気持ち
で、進むべき方向性をしっかり見据えて進んでいきたいと
思っています。
　当院は1914年、結核療養所として誕生して以来、八事
日赤の愛称で地域の皆さまに愛され、本年、創立100周年
を迎えます。当院の現在ある姿は、我々の諸先輩が100年
の歳月をかけて築いてこられた歴史と伝統の上に成り立
ち、さらに、その歴史と伝統を引きついで、現在頑張ってい
る職員の努力により形付けられたものです。
　100周年という節目を迎えるに当たって、一昨年の年頭、
最高の病院になるという一大目標を掲げました。最高の病
院とは、職員が日々の仕事にやりがいを持ち、自分たちの
行っている医療やサービスは最高であると信じ、さらに、患

者さんが自分たちの受けている医療やサービスは最高で
あると感じている病院です。全病院的なコーチングをはじ
めとした色々な取り組みを行うなかで、最高の病院になる
という一大目標を達成したいと思います。
　今年は診療報酬改定の年であり、厳しい医療行政が展
開されることを予想しています。加えて、厚労省が2025年
に向けて推進している医療制度改革では、機能分化と医
療連携を最重視していることから、これからの当院が進む
べき方向は、歴史と伝統である救急医療、がん診療、周産
期医療などの領域で、急性期、高度専門医療に特化し
た、いわゆる、高度急性期病院をめざしていくことです。他
の病院や診療所等と連携をとりながら、医療連携の中で
当院の役割を果たしていくことになります。具体的には、当
院が担うべき医療は、紹介外来、急性期、高度医療等であ
り、一般外来、慢性期医療、回復期リハビリテーション等の
領域は、地域の開業医、慢性期病院、回復期リハビリテー
ション病院等が担うことになります。地域の医療は地域の
医療施設全体で守るという考えの下、地域の医療資源を
有効に活用して、地域の皆さまの健康を守っていきたいと
思います。皆さまには、この方向性を充分ご理解いただい
て、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、当院の進むべき方向は、当院がこの地域から
期待される医療、この地域で担わなければならない医療を
推進し、地域の人たちから最高の病院と言われる病院に
なることです。そのために職員一丸となって頑張っていき
たいという抱負をお伝えして新年の挨拶といたします。

　明治時代後半、結核予防に対する
世界的な気運が高まり、日本赤十字社
は結核予防撲滅運動を開始。それを
受けて、日赤愛知支部では、名古屋市
東郊の妙見八事山の山林約2,500坪を

購入し、大正３年（1914）１２月、日赤愛知
支部八事療養所を開設。これが名古
屋第二赤十字病院の始まりです。当初
は、病床数26床、職員は医員、看護婦、
調剤員をはじめ総勢11名。みな赤十字
精神に徹し、結核患者さんの診療に情
熱を燃やしていました。
　大正４年（1915）７月には済生会愛知
支部委託病棟15床が建設され、合計４
１床に。3年後には敷地も6,600坪へ拡
張。昭和２年（1927）には企業の委託病
棟と日赤病床を合わせ、合計81床（そ
の後、委託病床は日赤へ寄贈）になりま

した。診療陣も強化され、大学病院の
医師を嘱託として迎える嘱託当直医制
度が発足。当時は交通不便で、山の細
道を歩いて通うのは大変な苦労でし
た。こうしたなかで、昭和12年（1937）日
中戦争が勃発。やがて八事療養所も
戦争の荒波に巻き込まれていきました。

八事ほねをまもる会
市民公開講座

名古屋第二赤十字病院
地域医療連携センター

☎052-832-1121（担当：古城）

お問い合わせ

あなたの骨は大丈夫？
骨粗鬆症の予防とロコモ
日 時

会 場

参加費

平成26年1月18日㈯
10：00～12：00
名古屋第二赤十字病院
3病棟１階  研修ホール
無料 (定員250名)
※事前申し込み不要

フィリピン中部台風救援事業に、当院から５名の職員を派遣しました。 地域に根ざした病院をめざし、積極的に新たな試みに取り組んでいます。

地 域
連 携

地域が一体となって出産を支える、
やごと周産期ネットワークを開設。

患 者
サービス

社会貢献活動の一環として、
ミニレクチャーで
最新の医療情報を提供。

看護師2名がフィリピン・セブ島へ。
約1カ月半の救援活動に参加しています。

国際医療救援拠点病院のひとつとして
世界各地の被災地にスタッフを派遣。

リハビリテーション科より

回復期、生活期の医療機関
（診療所等）と地域連携医療
を進めています。

まずはロコモについて
関心を持ってもらいたい。

ここをチェック

リハビリテーション科
部長
安藤　智洋

2014年《創立100周年》の新しい年を迎えて 院長　石川　清

ロコモとは、「症状」を示したもの。
運動器の疾患がその原因となります。

７つのチェック項目を使って
ロコモかどうかを判断してみましょう。

名古屋第二赤十字病院
の歩み

結核患者さんの診療に
情熱を燃やして。

黎明期
（創立～25年）

本年の100周年に向け、創立から1世紀に及ぶ八事日赤の軌跡を4回にわたり連載します。

当時の看護衣

Par t
1八事日赤を

知ろう！

世界各地の被災地に向けて
救援の手を差し伸べています。

情報発信や地域連携を推し進め、
地域の皆さまからの信頼を深める。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ロコモティブ
シンドロームってなに？

健康に長生きするため
ロコモを意識しよう
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　日本赤十字社では、突発的な海外での医療救護活動に迅
速に対応できる体制を整えるため、日頃からその活動を支える
人材の育成に努めています。なかでも、国内92カ所の赤十字
病院のうち、特に国内5カ所を国際医療救援拠点病院に定め、

その一つが当院です。海外
での災害や難民への医療救
護活動、または被災地の病
院・診療所の復旧支援などの
役割を担うため、院内に国際
医療救護部を設け、世界各
地で発生した被災地に数多
くの職員を派遣しています。
　当院では、「社会に貢献す
るモラルの高い病院」をホス

ピタルミッションに掲げていますが、国際救援活動はこのミッショ
ンにもかなう当院の活動の柱のひとつです。活動を遂行するた
めには、各国から派遣された専門家と連携を図るための語学
力、高度な専門知識や技術が要求されます。当院ではこれら
に対応できる人材の育成に日々 力を注いでいます。

当院の「総合周産期母子医療センター」は、ハイリスク
の妊婦さんを積極的に受け入れ、高度で専門的な医療
を提供しています。しかし、常にベッドが満床になりがち
で、救急患者さんの受け入れができない問題が起こり
つつありました。この問題を解決し、限りある医療資源を
有効活用するために、「やごと周産期ネットワーク」を開
設しました。これは、地域の産科施設と連携し、妊婦さん
の健診は主に連携医療施設で行い、出産を当院で行う
仕組みです。妊婦さんにとっては、身近な診療所で妊婦
健診を受けられるので、通院の時間や、診療の待ち時
間などが短縮されます。もちろん、妊娠中に異常が起き
た場合は、いつでも当院が対応します。
一方、当院にとっては、外来診療の負担が軽減され、ハイ
リスク妊婦さんの診療に集中
できます。また、容態の安定し
た入院中の妊婦さんに、連携
医療施設へ転院していただく
ことで、母体搬送もより多く受
け入れが可能になります。地
域が一体となって、安心・安全
な出産を支える「やごと周産
期ネットワーク」にどうぞご理
解とご協力をお願いします。

名古屋第二赤十字病院では、インフォメーションセン
ター（3病棟1階研修ホール前）にて、いろいろな病気
についての予防法やお薬の正しい知識等、毎回異
なるテーマにて15分間のミニレクチャーを開催してい
ます。各セクションが主体となり、患者さんの待ち時間
を有効に活用していただくために始めた取り組みは、
開始から１年半が経ち、現在では｢自分の病気のこと
をもっと勉強したい｣、「最新の情報を知りたい｣と積
極的に参加いただける方も増えてきました。講師を務
める職員は患者さんとの距離を縮め、日頃の業務内
容が直接伝えられることなどから、日常業務のモチ
ベーションも高くなります。この多職種の職員が講師

となる企画により、地域の方や患者さんの参加実績
は、延べ500名余となりました。今後も継続していくと
共に、時間の都合で参加できなかった方へのサービ
スとして、今までの講義を録画した映像をライブラリ
化し、来院された方がいつでも、好きな講義内容を自
由に選んで視聴できる環境作りも計画中です。
なお、開催日の予定はインフォメーションセンター前、
及び病院玄関ホールに掲示してあります。参加は無
料ですので皆さまの参加をお待ちしております。

低温により体の一部が膨れて硬くなり、痒み・痛みや、熱いと感じるような感覚を引き起こす症状。 主に手足の末端部分や、露出度の高い頬・鼻先などの血行が悪くなり炎症を起こす。

　国の方針で、医療機関にはそれぞ
れの役割にあった働きを求められてい
ます。当院は急性期を担当しますの
で、長期にわたる病気や怪我の治療
は当院だけでは行えません。地域の
医療機関が連携して患者さんの治療
にあたる必要があります。その際に重
要なのは、各医療機関間の情報交換

を安全に過不足なくスムースに行うこ
とです。地域医療支援病院である当
院は、回復期、生活期の医療機関と
の勉強会や研究会を行い、患者さん
に満足のいただける医療をめざして
います。そのために当院のリハビリ
テーション科は脳梗塞や頸部骨折な
どでの連携診療でチーム医療の一員
として積極的に参加しています。

　当院では年２回、市民公開講座の
ひとつとして、「八事ロコモ健康教室」
を開催しています。整形疾患に関する
市民公開講座はすでに10回を数えま
すが、毎回のように「聞いて良かった」
というお声をいただきます。ただ、参加
者の約8割は、以前にも健康教室へ
参加した方です。ロコモを広く周知さ
せるためにも、今まで参加したことが

しもやけの状態で肌が乾燥すると、皮膚がひび割れ、内部が赤く見えたり出血したりすることも。 マスクや手袋、厚手の靴下などを活用し、特に末端部分を長時間冷やさないように心がけましょう。

ない方にぜひ一度ご参加いただけれ
ばと思います。
　ロコモの認知度は、まだ国民の3割
にも満たない状態です。より多くの方
にロコモを知っていただくことで、介護
なしで自立した生活ができる生存期
間、いわゆる「健康寿命」を伸ばしても
らいたいと思います。

　ロコモティブシンドローム（以下・ロコモ）とは、病気ではな
く「症状」を示す言葉です。日本語では「運動器症候群」と
呼ばれ、運動器の障害によって、日常生活を送るために人
や道具の手助けが必要となる状態、またはその一歩手前
の状態のことをいいます。
　このロコモの原因となるのは、運動器の疾患です。主な
疾患は、関節軟骨がすり減ることで痛みなどが生じる「変

形性関節症」、背骨にかかる負荷によって椎間板がすり
減ったり変形を起こす「変形性脊椎症」、骨が弱くなって
骨折を起こしやすくなる「骨粗しょう症」の3つ。この3つの
疾患がロコモの原因の大半を占めています。

　ロコモは、メタボリックシンドローム（内臓疾患症候群、以下・
メタボ）と対比されることが多いですが、その一番の違いは、
自分で気付くことができる点にあります。ロコモの場合、「片脚
立ちで靴下がはけない」「15分くらい続けて歩けない」など、
セルフチェックを行うための7つの項目が設定されており、自分
自身でロコモかどうかを手軽に判断することが可能です。
　では、ロコモであると気付いたときには、どう対処すれば良
いでしょうか。そんなときには、まず一度、専門の医師に相談
することを強くお勧めします。一口にロコモといっても、その
原因は人によってさまざまです。例えば、健康に良さそうだ
からと、膝の悪い人が一生懸命歩いても、かえって膝に負担
を掛け、逆効果になりかねません。まずは専門の医師の下
でロコモの原因が何なのかをきちんと把握し、日々 の生活習
慣を見直しながら、適切な対処を取ることが大事です。

　新年あけましておめでとうございます。2014年《創立
100周年》の新しい年を迎えて、当院はまた新たな気持ち
で、進むべき方向性をしっかり見据えて進んでいきたいと
思っています。
　当院は1914年、結核療養所として誕生して以来、八事
日赤の愛称で地域の皆さまに愛され、本年、創立100周年
を迎えます。当院の現在ある姿は、我々の諸先輩が100年
の歳月をかけて築いてこられた歴史と伝統の上に成り立
ち、さらに、その歴史と伝統を引きついで、現在頑張ってい
る職員の努力により形付けられたものです。
　100周年という節目を迎えるに当たって、一昨年の年頭、
最高の病院になるという一大目標を掲げました。最高の病
院とは、職員が日々の仕事にやりがいを持ち、自分たちの
行っている医療やサービスは最高であると信じ、さらに、患

者さんが自分たちの受けている医療やサービスは最高で
あると感じている病院です。全病院的なコーチングをはじ
めとした色々な取り組みを行うなかで、最高の病院になる
という一大目標を達成したいと思います。
　今年は診療報酬改定の年であり、厳しい医療行政が展
開されることを予想しています。加えて、厚労省が2025年
に向けて推進している医療制度改革では、機能分化と医
療連携を最重視していることから、これからの当院が進む
べき方向は、歴史と伝統である救急医療、がん診療、周産
期医療などの領域で、急性期、高度専門医療に特化し
た、いわゆる、高度急性期病院をめざしていくことです。他
の病院や診療所等と連携をとりながら、医療連携の中で
当院の役割を果たしていくことになります。具体的には、当
院が担うべき医療は、紹介外来、急性期、高度医療等であ
り、一般外来、慢性期医療、回復期リハビリテーション等の
領域は、地域の開業医、慢性期病院、回復期リハビリテー
ション病院等が担うことになります。地域の医療は地域の
医療施設全体で守るという考えの下、地域の医療資源を
有効に活用して、地域の皆さまの健康を守っていきたいと
思います。皆さまには、この方向性を充分ご理解いただい
て、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、当院の進むべき方向は、当院がこの地域から
期待される医療、この地域で担わなければならない医療を
推進し、地域の人たちから最高の病院と言われる病院に
なることです。そのために職員一丸となって頑張っていき
たいという抱負をお伝えして新年の挨拶といたします。

　明治時代後半、結核予防に対する
世界的な気運が高まり、日本赤十字社
は結核予防撲滅運動を開始。それを
受けて、日赤愛知支部では、名古屋市
東郊の妙見八事山の山林約2,500坪を

購入し、大正３年（1914）１２月、日赤愛知
支部八事療養所を開設。これが名古
屋第二赤十字病院の始まりです。当初
は、病床数26床、職員は医員、看護婦、
調剤員をはじめ総勢11名。みな赤十字
精神に徹し、結核患者さんの診療に情
熱を燃やしていました。
　大正４年（1915）７月には済生会愛知
支部委託病棟15床が建設され、合計４
１床に。3年後には敷地も6,600坪へ拡
張。昭和２年（1927）には企業の委託病
棟と日赤病床を合わせ、合計81床（そ
の後、委託病床は日赤へ寄贈）になりま

した。診療陣も強化され、大学病院の
医師を嘱託として迎える嘱託当直医制
度が発足。当時は交通不便で、山の細
道を歩いて通うのは大変な苦労でし
た。こうしたなかで、昭和12年（1937）日
中戦争が勃発。やがて八事療養所も
戦争の荒波に巻き込まれていきました。

八事ほねをまもる会
市民公開講座

名古屋第二赤十字病院
地域医療連携センター

☎052-832-1121（担当：古城）

お問い合わせ

あなたの骨は大丈夫？
骨粗鬆症の予防とロコモ
日 時

会 場

参加費

平成26年1月18日㈯
10：00～12：00
名古屋第二赤十字病院
3病棟１階  研修ホール
無料 (定員250名)
※事前申し込み不要

フィリピン中部台風救援事業に、当院から５名の職員を派遣しました。 地域に根ざした病院をめざし、積極的に新たな試みに取り組んでいます。

地 域
連 携

地域が一体となって出産を支える、
やごと周産期ネットワークを開設。

患 者
サービス

社会貢献活動の一環として、
ミニレクチャーで
最新の医療情報を提供。

看護師2名がフィリピン・セブ島へ。
約1カ月半の救援活動に参加しています。

国際医療救援拠点病院のひとつとして
世界各地の被災地にスタッフを派遣。

リハビリテーション科より

回復期、生活期の医療機関
（診療所等）と地域連携医療
を進めています。

まずはロコモについて
関心を持ってもらいたい。

ここをチェック

リハビリテーション科
部長
安藤　智洋

2014年《創立100周年》の新しい年を迎えて 院長　石川　清

ロコモとは、「症状」を示したもの。
運動器の疾患がその原因となります。

７つのチェック項目を使って
ロコモかどうかを判断してみましょう。

名古屋第二赤十字病院
の歩み

結核患者さんの診療に
情熱を燃やして。

黎明期
（創立～25年）

本年の100周年に向け、創立から1世紀に及ぶ八事日赤の軌跡を4回にわたり連載します。

当時の看護衣

Par t
1八事日赤を

知ろう！

世界各地の被災地に向けて
救援の手を差し伸べています。

情報発信や地域連携を推し進め、
地域の皆さまからの信頼を深める。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ロコモティブ
シンドロームってなに？

健康に長生きするため
ロコモを意識しよう
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　11月8日、フィリピン中部を襲った台風30号は、レイテ島を中心
にヴィザヤ地方のサマール島、セブ島などの多くの地域に甚大
な被害をもたらしました。そこで日本赤十字社では、国際赤十
字・赤新月社連盟（IFRC）の要請に基づき、保健医療チームの
派遣を決定。当院からも、11月13日に看護師長の関塚美穂看
護師が、11月15日にはヤップ巳雅看護師が、緊急救援活動を
行うため、フィリピンのセブ島へと出発しました。
　先遣隊として参加する関塚看護師は、「一刻も早く現地に
赴き、まずは正しい情報を掴むところからはじめたい」とコメン
ト。「発災から５日が経過した現地では、飲み水もなく暑い状況
が続いており、すでに被災地に残されたままの遺体が腐敗を
始めているというニュースも耳にしました。現地ではこうした衛
生状態を考慮しながら、適切な援助ができるようにがんばりた

い」と決意を語りました。ま
た、2011年にフィリピン・キリ
ノ州・オーロラ州で保健医療
支援に従事した経験を持つ
ヤップ巳雅看護師は、前回
の派遣経験を踏まえつつ、
「フィリピン国内は、赤十字
への認知度が高いうえ、小
さな村にもしっかりと地域保
健スタッフがいます。こうした

人たちと協力すれば、きっと大きな力になると思います。少し
でも被災者の苦痛を減らしたい」と今回の活動への思いを
語りました。
　12月16日には、医師、看護師、管理要員の３名も第２班として
フィリピンのセブ島へ出発しました。

　日本赤十字社では、突発的な海外での医療救護活動に迅
速に対応できる体制を整えるため、日頃からその活動を支える
人材の育成に努めています。なかでも、国内92カ所の赤十字
病院のうち、特に国内5カ所を国際医療救援拠点病院に定め、

その一つが当院です。海外
での災害や難民への医療救
護活動、または被災地の病
院・診療所の復旧支援などの
役割を担うため、院内に国際
医療救護部を設け、世界各
地で発生した被災地に数多
くの職員を派遣しています。
　当院では、「社会に貢献す
るモラルの高い病院」をホス

ピタルミッションに掲げていますが、国際救援活動はこのミッショ
ンにもかなう当院の活動の柱のひとつです。活動を遂行するた
めには、各国から派遣された専門家と連携を図るための語学
力、高度な専門知識や技術が要求されます。当院ではこれら
に対応できる人材の育成に日々 力を注いでいます。

当院の「総合周産期母子医療センター」は、ハイリスク
の妊婦さんを積極的に受け入れ、高度で専門的な医療
を提供しています。しかし、常にベッドが満床になりがち
で、救急患者さんの受け入れができない問題が起こり
つつありました。この問題を解決し、限りある医療資源を
有効活用するために、「やごと周産期ネットワーク」を開
設しました。これは、地域の産科施設と連携し、妊婦さん
の健診は主に連携医療施設で行い、出産を当院で行う
仕組みです。妊婦さんにとっては、身近な診療所で妊婦
健診を受けられるので、通院の時間や、診療の待ち時
間などが短縮されます。もちろん、妊娠中に異常が起き
た場合は、いつでも当院が対応します。
一方、当院にとっては、外来診療の負担が軽減され、ハイ
リスク妊婦さんの診療に集中
できます。また、容態の安定し
た入院中の妊婦さんに、連携
医療施設へ転院していただく
ことで、母体搬送もより多く受
け入れが可能になります。地
域が一体となって、安心・安全
な出産を支える「やごと周産
期ネットワーク」にどうぞご理
解とご協力をお願いします。

名古屋第二赤十字病院では、インフォメーションセン
ター（3病棟1階研修ホール前）にて、いろいろな病気
についての予防法やお薬の正しい知識等、毎回異
なるテーマにて15分間のミニレクチャーを開催してい
ます。各セクションが主体となり、患者さんの待ち時間
を有効に活用していただくために始めた取り組みは、
開始から１年半が経ち、現在では｢自分の病気のこと
をもっと勉強したい｣、「最新の情報を知りたい｣と積
極的に参加いただける方も増えてきました。講師を務
める職員は患者さんとの距離を縮め、日頃の業務内
容が直接伝えられることなどから、日常業務のモチ
ベーションも高くなります。この多職種の職員が講師

となる企画により、地域の方や患者さんの参加実績
は、延べ500名余となりました。今後も継続していくと
共に、時間の都合で参加できなかった方へのサービ
スとして、今までの講義を録画した映像をライブラリ
化し、来院された方がいつでも、好きな講義内容を自
由に選んで視聴できる環境作りも計画中です。
なお、開催日の予定はインフォメーションセンター前、
及び病院玄関ホールに掲示してあります。参加は無
料ですので皆さまの参加をお待ちしております。

低温により体の一部が膨れて硬くなり、痒み・痛みや、熱いと感じるような感覚を引き起こす症状。 主に手足の末端部分や、露出度の高い頬・鼻先などの血行が悪くなり炎症を起こす。

　国の方針で、医療機関にはそれぞ
れの役割にあった働きを求められてい
ます。当院は急性期を担当しますの
で、長期にわたる病気や怪我の治療
は当院だけでは行えません。地域の
医療機関が連携して患者さんの治療
にあたる必要があります。その際に重
要なのは、各医療機関間の情報交換

を安全に過不足なくスムースに行うこ
とです。地域医療支援病院である当
院は、回復期、生活期の医療機関と
の勉強会や研究会を行い、患者さん
に満足のいただける医療をめざして
います。そのために当院のリハビリ
テーション科は脳梗塞や頸部骨折な
どでの連携診療でチーム医療の一員
として積極的に参加しています。

　当院では年２回、市民公開講座の
ひとつとして、「八事ロコモ健康教室」
を開催しています。整形疾患に関する
市民公開講座はすでに10回を数えま
すが、毎回のように「聞いて良かった」
というお声をいただきます。ただ、参加
者の約8割は、以前にも健康教室へ
参加した方です。ロコモを広く周知さ
せるためにも、今まで参加したことが

しもやけの状態で肌が乾燥すると、皮膚がひび割れ、内部が赤く見えたり出血したりすることも。 マスクや手袋、厚手の靴下などを活用し、特に末端部分を長時間冷やさないように心がけましょう。

ない方にぜひ一度ご参加いただけれ
ばと思います。
　ロコモの認知度は、まだ国民の3割
にも満たない状態です。より多くの方
にロコモを知っていただくことで、介護
なしで自立した生活ができる生存期
間、いわゆる「健康寿命」を伸ばしても
らいたいと思います。

　ロコモティブシンドローム（以下・ロコモ）とは、病気ではな
く「症状」を示す言葉です。日本語では「運動器症候群」と
呼ばれ、運動器の障害によって、日常生活を送るために人
や道具の手助けが必要となる状態、またはその一歩手前
の状態のことをいいます。
　このロコモの原因となるのは、運動器の疾患です。主な
疾患は、関節軟骨がすり減ることで痛みなどが生じる「変

形性関節症」、背骨にかかる負荷によって椎間板がすり
減ったり変形を起こす「変形性脊椎症」、骨が弱くなって
骨折を起こしやすくなる「骨粗しょう症」の3つ。この3つの
疾患がロコモの原因の大半を占めています。

　ロコモは、メタボリックシンドローム（内臓疾患症候群、以下・
メタボ）と対比されることが多いですが、その一番の違いは、
自分で気付くことができる点にあります。ロコモの場合、「片脚
立ちで靴下がはけない」「15分くらい続けて歩けない」など、
セルフチェックを行うための7つの項目が設定されており、自分
自身でロコモかどうかを手軽に判断することが可能です。
　では、ロコモであると気付いたときには、どう対処すれば良
いでしょうか。そんなときには、まず一度、専門の医師に相談
することを強くお勧めします。一口にロコモといっても、その
原因は人によってさまざまです。例えば、健康に良さそうだ
からと、膝の悪い人が一生懸命歩いても、かえって膝に負担
を掛け、逆効果になりかねません。まずは専門の医師の下
でロコモの原因が何なのかをきちんと把握し、日々 の生活習
慣を見直しながら、適切な対処を取ることが大事です。

　新年あけましておめでとうございます。2014年《創立
100周年》の新しい年を迎えて、当院はまた新たな気持ち
で、進むべき方向性をしっかり見据えて進んでいきたいと
思っています。
　当院は1914年、結核療養所として誕生して以来、八事
日赤の愛称で地域の皆さまに愛され、本年、創立100周年
を迎えます。当院の現在ある姿は、我々の諸先輩が100年
の歳月をかけて築いてこられた歴史と伝統の上に成り立
ち、さらに、その歴史と伝統を引きついで、現在頑張ってい
る職員の努力により形付けられたものです。
　100周年という節目を迎えるに当たって、一昨年の年頭、
最高の病院になるという一大目標を掲げました。最高の病
院とは、職員が日々の仕事にやりがいを持ち、自分たちの
行っている医療やサービスは最高であると信じ、さらに、患

者さんが自分たちの受けている医療やサービスは最高で
あると感じている病院です。全病院的なコーチングをはじ
めとした色々な取り組みを行うなかで、最高の病院になる
という一大目標を達成したいと思います。
　今年は診療報酬改定の年であり、厳しい医療行政が展
開されることを予想しています。加えて、厚労省が2025年
に向けて推進している医療制度改革では、機能分化と医
療連携を最重視していることから、これからの当院が進む
べき方向は、歴史と伝統である救急医療、がん診療、周産
期医療などの領域で、急性期、高度専門医療に特化し
た、いわゆる、高度急性期病院をめざしていくことです。他
の病院や診療所等と連携をとりながら、医療連携の中で
当院の役割を果たしていくことになります。具体的には、当
院が担うべき医療は、紹介外来、急性期、高度医療等であ
り、一般外来、慢性期医療、回復期リハビリテーション等の
領域は、地域の開業医、慢性期病院、回復期リハビリテー
ション病院等が担うことになります。地域の医療は地域の
医療施設全体で守るという考えの下、地域の医療資源を
有効に活用して、地域の皆さまの健康を守っていきたいと
思います。皆さまには、この方向性を充分ご理解いただい
て、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、当院の進むべき方向は、当院がこの地域から
期待される医療、この地域で担わなければならない医療を
推進し、地域の人たちから最高の病院と言われる病院に
なることです。そのために職員一丸となって頑張っていき
たいという抱負をお伝えして新年の挨拶といたします。

　明治時代後半、結核予防に対する
世界的な気運が高まり、日本赤十字社
は結核予防撲滅運動を開始。それを
受けて、日赤愛知支部では、名古屋市
東郊の妙見八事山の山林約2,500坪を

購入し、大正３年（1914）１２月、日赤愛知
支部八事療養所を開設。これが名古
屋第二赤十字病院の始まりです。当初
は、病床数26床、職員は医員、看護婦、
調剤員をはじめ総勢11名。みな赤十字
精神に徹し、結核患者さんの診療に情
熱を燃やしていました。
　大正４年（1915）７月には済生会愛知
支部委託病棟15床が建設され、合計４
１床に。3年後には敷地も6,600坪へ拡
張。昭和２年（1927）には企業の委託病
棟と日赤病床を合わせ、合計81床（そ
の後、委託病床は日赤へ寄贈）になりま

した。診療陣も強化され、大学病院の
医師を嘱託として迎える嘱託当直医制
度が発足。当時は交通不便で、山の細
道を歩いて通うのは大変な苦労でし
た。こうしたなかで、昭和12年（1937）日
中戦争が勃発。やがて八事療養所も
戦争の荒波に巻き込まれていきました。

八事ほねをまもる会
市民公開講座

名古屋第二赤十字病院
地域医療連携センター

☎052-832-1121（担当：古城）

お問い合わせ

あなたの骨は大丈夫？
骨粗鬆症の予防とロコモ
日 時

会 場

参加費

平成26年1月18日㈯
10：00～12：00
名古屋第二赤十字病院
3病棟１階  研修ホール
無料 (定員250名)
※事前申し込み不要

フィリピン中部台風救援事業に、当院から５名の職員を派遣しました。 地域に根ざした病院をめざし、積極的に新たな試みに取り組んでいます。

地 域
連 携

地域が一体となって出産を支える、
やごと周産期ネットワークを開設。

患 者
サービス

社会貢献活動の一環として、
ミニレクチャーで
最新の医療情報を提供。

看護師2名がフィリピン・セブ島へ。
約1カ月半の救援活動に参加しています。

国際医療救援拠点病院のひとつとして
世界各地の被災地にスタッフを派遣。

リハビリテーション科より

回復期、生活期の医療機関
（診療所等）と地域連携医療
を進めています。

まずはロコモについて
関心を持ってもらいたい。

ここをチェック

リハビリテーション科
部長
安藤　智洋

2014年《創立100周年》の新しい年を迎えて 院長　石川　清

ロコモとは、「症状」を示したもの。
運動器の疾患がその原因となります。

７つのチェック項目を使って
ロコモかどうかを判断してみましょう。

名古屋第二赤十字病院
の歩み

結核患者さんの診療に
情熱を燃やして。

黎明期
（創立～25年）

本年の100周年に向け、創立から1世紀に及ぶ八事日赤の軌跡を4回にわたり連載します。

当時の看護衣

Par t
1八事日赤を

知ろう！

世界各地の被災地に向けて
救援の手を差し伸べています。

情報発信や地域連携を推し進め、
地域の皆さまからの信頼を深める。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ロコモティブ
シンドロームってなに？

健康に長生きするため
ロコモを意識しよう
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　11月8日、フィリピン中部を襲った台風30号は、レイテ島を中心
にヴィザヤ地方のサマール島、セブ島などの多くの地域に甚大
な被害をもたらしました。そこで日本赤十字社では、国際赤十
字・赤新月社連盟（IFRC）の要請に基づき、保健医療チームの
派遣を決定。当院からも、11月13日に看護師長の関塚美穂看
護師が、11月15日にはヤップ巳雅看護師が、緊急救援活動を
行うため、フィリピンのセブ島へと出発しました。
　先遣隊として参加する関塚看護師は、「一刻も早く現地に
赴き、まずは正しい情報を掴むところからはじめたい」とコメン
ト。「発災から５日が経過した現地では、飲み水もなく暑い状況
が続いており、すでに被災地に残されたままの遺体が腐敗を
始めているというニュースも耳にしました。現地ではこうした衛
生状態を考慮しながら、適切な援助ができるようにがんばりた

い」と決意を語りました。ま
た、2011年にフィリピン・キリ
ノ州・オーロラ州で保健医療
支援に従事した経験を持つ
ヤップ巳雅看護師は、前回
の派遣経験を踏まえつつ、
「フィリピン国内は、赤十字
への認知度が高いうえ、小
さな村にもしっかりと地域保
健スタッフがいます。こうした

人たちと協力すれば、きっと大きな力になると思います。少し
でも被災者の苦痛を減らしたい」と今回の活動への思いを
語りました。
　12月16日には、医師、看護師、管理要員の３名も第２班として
フィリピンのセブ島へ出発しました。

　日本赤十字社では、突発的な海外での医療救護活動に迅
速に対応できる体制を整えるため、日頃からその活動を支える
人材の育成に努めています。なかでも、国内92カ所の赤十字
病院のうち、特に国内5カ所を国際医療救援拠点病院に定め、

その一つが当院です。海外
での災害や難民への医療救
護活動、または被災地の病
院・診療所の復旧支援などの
役割を担うため、院内に国際
医療救護部を設け、世界各
地で発生した被災地に数多
くの職員を派遣しています。
　当院では、「社会に貢献す
るモラルの高い病院」をホス

ピタルミッションに掲げていますが、国際救援活動はこのミッショ
ンにもかなう当院の活動の柱のひとつです。活動を遂行するた
めには、各国から派遣された専門家と連携を図るための語学
力、高度な専門知識や技術が要求されます。当院ではこれら
に対応できる人材の育成に日々 力を注いでいます。

当院の「総合周産期母子医療センター」は、ハイリスク
の妊婦さんを積極的に受け入れ、高度で専門的な医療
を提供しています。しかし、常にベッドが満床になりがち
で、救急患者さんの受け入れができない問題が起こり
つつありました。この問題を解決し、限りある医療資源を
有効活用するために、「やごと周産期ネットワーク」を開
設しました。これは、地域の産科施設と連携し、妊婦さん
の健診は主に連携医療施設で行い、出産を当院で行う
仕組みです。妊婦さんにとっては、身近な診療所で妊婦
健診を受けられるので、通院の時間や、診療の待ち時
間などが短縮されます。もちろん、妊娠中に異常が起き
た場合は、いつでも当院が対応します。
一方、当院にとっては、外来診療の負担が軽減され、ハイ
リスク妊婦さんの診療に集中
できます。また、容態の安定し
た入院中の妊婦さんに、連携
医療施設へ転院していただく
ことで、母体搬送もより多く受
け入れが可能になります。地
域が一体となって、安心・安全
な出産を支える「やごと周産
期ネットワーク」にどうぞご理
解とご協力をお願いします。

名古屋第二赤十字病院では、インフォメーションセン
ター（3病棟1階研修ホール前）にて、いろいろな病気
についての予防法やお薬の正しい知識等、毎回異
なるテーマにて15分間のミニレクチャーを開催してい
ます。各セクションが主体となり、患者さんの待ち時間
を有効に活用していただくために始めた取り組みは、
開始から１年半が経ち、現在では｢自分の病気のこと
をもっと勉強したい｣、「最新の情報を知りたい｣と積
極的に参加いただける方も増えてきました。講師を務
める職員は患者さんとの距離を縮め、日頃の業務内
容が直接伝えられることなどから、日常業務のモチ
ベーションも高くなります。この多職種の職員が講師

となる企画により、地域の方や患者さんの参加実績
は、延べ500名余となりました。今後も継続していくと
共に、時間の都合で参加できなかった方へのサービ
スとして、今までの講義を録画した映像をライブラリ
化し、来院された方がいつでも、好きな講義内容を自
由に選んで視聴できる環境作りも計画中です。
なお、開催日の予定はインフォメーションセンター前、
及び病院玄関ホールに掲示してあります。参加は無
料ですので皆さまの参加をお待ちしております。
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れの役割にあった働きを求められてい
ます。当院は急性期を担当しますの
で、長期にわたる病気や怪我の治療
は当院だけでは行えません。地域の
医療機関が連携して患者さんの治療
にあたる必要があります。その際に重
要なのは、各医療機関間の情報交換
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テーション科は脳梗塞や頸部骨折な
どでの連携診療でチーム医療の一員
として積極的に参加しています。
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ひとつとして、「八事ロコモ健康教室」
を開催しています。整形疾患に関する
市民公開講座はすでに10回を数えま
すが、毎回のように「聞いて良かった」
というお声をいただきます。ただ、参加
者の約8割は、以前にも健康教室へ
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せるためにも、今まで参加したことが
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　ロコモの認知度は、まだ国民の3割
にも満たない状態です。より多くの方
にロコモを知っていただくことで、介護
なしで自立した生活ができる生存期
間、いわゆる「健康寿命」を伸ばしても
らいたいと思います。

　ロコモティブシンドローム（以下・ロコモ）とは、病気ではな
く「症状」を示す言葉です。日本語では「運動器症候群」と
呼ばれ、運動器の障害によって、日常生活を送るために人
や道具の手助けが必要となる状態、またはその一歩手前
の状態のことをいいます。
　このロコモの原因となるのは、運動器の疾患です。主な
疾患は、関節軟骨がすり減ることで痛みなどが生じる「変

形性関節症」、背骨にかかる負荷によって椎間板がすり
減ったり変形を起こす「変形性脊椎症」、骨が弱くなって
骨折を起こしやすくなる「骨粗しょう症」の3つ。この3つの
疾患がロコモの原因の大半を占めています。

　ロコモは、メタボリックシンドローム（内臓疾患症候群、以下・
メタボ）と対比されることが多いですが、その一番の違いは、
自分で気付くことができる点にあります。ロコモの場合、「片脚
立ちで靴下がはけない」「15分くらい続けて歩けない」など、
セルフチェックを行うための7つの項目が設定されており、自分
自身でロコモかどうかを手軽に判断することが可能です。
　では、ロコモであると気付いたときには、どう対処すれば良
いでしょうか。そんなときには、まず一度、専門の医師に相談
することを強くお勧めします。一口にロコモといっても、その
原因は人によってさまざまです。例えば、健康に良さそうだ
からと、膝の悪い人が一生懸命歩いても、かえって膝に負担
を掛け、逆効果になりかねません。まずは専門の医師の下
でロコモの原因が何なのかをきちんと把握し、日々 の生活習
慣を見直しながら、適切な対処を取ることが大事です。

　新年あけましておめでとうございます。2014年《創立
100周年》の新しい年を迎えて、当院はまた新たな気持ち
で、進むべき方向性をしっかり見据えて進んでいきたいと
思っています。
　当院は1914年、結核療養所として誕生して以来、八事
日赤の愛称で地域の皆さまに愛され、本年、創立100周年
を迎えます。当院の現在ある姿は、我々の諸先輩が100年
の歳月をかけて築いてこられた歴史と伝統の上に成り立
ち、さらに、その歴史と伝統を引きついで、現在頑張ってい
る職員の努力により形付けられたものです。
　100周年という節目を迎えるに当たって、一昨年の年頭、
最高の病院になるという一大目標を掲げました。最高の病
院とは、職員が日々の仕事にやりがいを持ち、自分たちの
行っている医療やサービスは最高であると信じ、さらに、患

者さんが自分たちの受けている医療やサービスは最高で
あると感じている病院です。全病院的なコーチングをはじ
めとした色々な取り組みを行うなかで、最高の病院になる
という一大目標を達成したいと思います。
　今年は診療報酬改定の年であり、厳しい医療行政が展
開されることを予想しています。加えて、厚労省が2025年
に向けて推進している医療制度改革では、機能分化と医
療連携を最重視していることから、これからの当院が進む
べき方向は、歴史と伝統である救急医療、がん診療、周産
期医療などの領域で、急性期、高度専門医療に特化し
た、いわゆる、高度急性期病院をめざしていくことです。他
の病院や診療所等と連携をとりながら、医療連携の中で
当院の役割を果たしていくことになります。具体的には、当
院が担うべき医療は、紹介外来、急性期、高度医療等であ
り、一般外来、慢性期医療、回復期リハビリテーション等の
領域は、地域の開業医、慢性期病院、回復期リハビリテー
ション病院等が担うことになります。地域の医療は地域の
医療施設全体で守るという考えの下、地域の医療資源を
有効に活用して、地域の皆さまの健康を守っていきたいと
思います。皆さまには、この方向性を充分ご理解いただい
て、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、当院の進むべき方向は、当院がこの地域から
期待される医療、この地域で担わなければならない医療を
推進し、地域の人たちから最高の病院と言われる病院に
なることです。そのために職員一丸となって頑張っていき
たいという抱負をお伝えして新年の挨拶といたします。

　明治時代後半、結核予防に対する
世界的な気運が高まり、日本赤十字社
は結核予防撲滅運動を開始。それを
受けて、日赤愛知支部では、名古屋市
東郊の妙見八事山の山林約2,500坪を

購入し、大正３年（1914）１２月、日赤愛知
支部八事療養所を開設。これが名古
屋第二赤十字病院の始まりです。当初
は、病床数26床、職員は医員、看護婦、
調剤員をはじめ総勢11名。みな赤十字
精神に徹し、結核患者さんの診療に情
熱を燃やしていました。
　大正４年（1915）７月には済生会愛知
支部委託病棟15床が建設され、合計４
１床に。3年後には敷地も6,600坪へ拡
張。昭和２年（1927）には企業の委託病
棟と日赤病床を合わせ、合計81床（そ
の後、委託病床は日赤へ寄贈）になりま

した。診療陣も強化され、大学病院の
医師を嘱託として迎える嘱託当直医制
度が発足。当時は交通不便で、山の細
道を歩いて通うのは大変な苦労でし
た。こうしたなかで、昭和12年（1937）日
中戦争が勃発。やがて八事療養所も
戦争の荒波に巻き込まれていきました。

八事ほねをまもる会
市民公開講座

名古屋第二赤十字病院
地域医療連携センター

☎052-832-1121（担当：古城）

お問い合わせ

あなたの骨は大丈夫？
骨粗鬆症の予防とロコモ
日 時

会 場

参加費

平成26年1月18日㈯
10：00～12：00
名古屋第二赤十字病院
3病棟１階  研修ホール
無料 (定員250名)
※事前申し込み不要

フィリピン中部台風救援事業に、当院から５名の職員を派遣しました。 地域に根ざした病院をめざし、積極的に新たな試みに取り組んでいます。

地 域
連 携

地域が一体となって出産を支える、
やごと周産期ネットワークを開設。

患 者
サービス

社会貢献活動の一環として、
ミニレクチャーで
最新の医療情報を提供。

看護師2名がフィリピン・セブ島へ。
約1カ月半の救援活動に参加しています。

国際医療救援拠点病院のひとつとして
世界各地の被災地にスタッフを派遣。

リハビリテーション科より

回復期、生活期の医療機関
（診療所等）と地域連携医療
を進めています。

まずはロコモについて
関心を持ってもらいたい。

ここをチェック

リハビリテーション科
部長
安藤　智洋

2014年《創立100周年》の新しい年を迎えて 院長　石川　清

ロコモとは、「症状」を示したもの。
運動器の疾患がその原因となります。

７つのチェック項目を使って
ロコモかどうかを判断してみましょう。

名古屋第二赤十字病院
の歩み

結核患者さんの診療に
情熱を燃やして。

黎明期
（創立～25年）

本年の100周年に向け、創立から1世紀に及ぶ八事日赤の軌跡を4回にわたり連載します。

当時の看護衣

Par t
1八事日赤を

知ろう！

世界各地の被災地に向けて
救援の手を差し伸べています。

情報発信や地域連携を推し進め、
地域の皆さまからの信頼を深める。

Par t
2八事日赤を

知ろう！

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 ロコモティブ
シンドロームってなに？

健康に長生きするため
ロコモを意識しよう

T  O  P  I  C  S

山折 谷折谷折 八事日赤ニュースVol.62　ジャバラ折A4×８P　中面



12月19日㈭、毎年恒例となったクリス
マスイベントを開催しました。第一部
でオープニングを飾ったのは、当院の
フラダンスクラブ｢アネラ｣のメンバー
によるminiショー。寒さを忘れさせる
陽気な音楽とダンスで会場を大いに
盛り上げました。第二部はドラゴンズ
の選手３人による、ふれあいトーク
ショー。荒木選手や大島選手など、
球界を代表する人気選手との触れ
合いに、会場からは、さまざまな質問
が飛び交いました。そうした質問に

対し、選手たちはときには冗談を交え
ながら、ときには真剣に、一つひとつ
丁寧に答えてくれました。その後は、
選手それぞれから会場に集まった患
者さんやそのご家族、病院スタッフに
向けた力強いメッセージをいただき、
会場は温かな雰囲気に包まれまし
た。締めとなる第三部はプロのマジ
シャンによるマジックショー。目の前で
繰り広げられる、不思議なマジックの
数々に、会場には感嘆の声と大きな
拍手が鳴り響きました。また、マジック

12月20日㈮、病院見学ツアーを開催
しました。院長と看護部長がガイド
役を務めたこのツアーでは、救急外
来・手術室・病棟などの院内施設を
巡りました。院長・看護部長に直接
質問を投げかけながら説明を聞け
るこの企画、各施設・設備における
細かな情報から、病院の現状や今
後の展望など、活発な対話が展開
され、ときには地域の皆さまが望む
病院・医療のあり方などを院長が逆
質問する姿も見られました。見学後

のティータイムでは一転、リラックス
ムードのなかで、和やかに談笑。自分
の地域の病院のことをもっと知りたい
と応募した参加者さんからは、｢細か
な部分の質問でもじっくりと説明して
くれたので、病院に対する理解が深
まって良かった｣とのお声をいただき
ました。当院では、安心して医療を受
けていただくため、また、地域の皆さ
まとの交流を通じてよりよい病院をめ
ざすため、今後もこのような催しを継
続していきたいと考えています。

2013年を表す言葉は「輪」。また、友
達の輪で親しまれてきた長年の長寿
番組も終息を迎えるなど対照的な出
来事と思える。輪とは大勢の人が手を
握りあい円滑に回転していくという意
味がある。
「Future8510」を通して病院と地域
の連携の輪のつながりに努力してい
きたい。
■名古屋第二赤十字病院 
　経営企画課メールアドレス
　kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

皆さまに気持
よく当院をご
利用していた
だけるようメッ
セージボック
スでご意見・
ご要望をお伺

いしています。治療や設備などの医
療分野に関するご意見はもちろん、
挨拶や身だしなみといった職員の
接遇に関するご意見など、内容はど

んなことでもかまいません。いただい
たご意見・ご要望は関係部門にお
伝えし、改善に努めます。また、お寄
せいただく皆さまからの生の声一つ
ひとつを大切に、医療・設備・職員、
すべての質を高めてまいりたいと考
えています。
なお、メッセージボックスは外来およ
び各病棟のデイルームに設置して
おります。

ショー後には、当院から小学生以下
のお子さまへプレゼントをお贈りし、
老若男女問わず幅広い層の方々の
笑顔に見守られながら、クリスマスイ
ベントは終了しました。

華やかなプログラムで、
楽しいクリスマスを演出。

医療の現場を見て、知って、安心して利用してほしい。

皆さまからのメッセージをもとに、
より｢質｣の高い病院へ。

クリスマスイベント

メッセージボックス

院長・看護部長とめぐる

病院見学ツアー

編 集 後 記

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
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